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第Ⅲ章 
気になる児童生徒の指導や支援の充実のために 

（2022 年 4 月追補版）

2022 年 4 ⽉追補版について 

 本コーディネートハンドブックは、インクルーシブ教育システムの推進のために、特別⽀援教育の基礎知
識やアイディアを、現場の先⽣⽅に分かりやすく伝えることを目的に作成しています。本センターWeb サイ
トにおける発信からスタートし、2019 年、2020 年には冊⼦にして福島県内の教育委員会や各学校
へ配付してきました。
2021 年 6 ⽉ 30 ⽇、⽂部科学省初等中等教育局「障害のある⼦供の教育⽀援の⼿引〜⼦供

たち⼀⼈⼀⼈の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて〜」が公表され、従来の「教育⽀援資
料」が改訂されたことを受け、本コーディネートハンドブックの⼀部を⾒直し、このたび追補版の資料を作
成しました。 
追補版では、これまでの記載内容を⽣かしつつ、「障害のある⼦供の教育⽀援の⼿引」の内容を中⼼

に更新しています。「障害のある⼦供の教育⽀援の⼿引」の概要や教育的ニーズの整理についての理
解のために御活⽤いただければ幸いです。 
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（１）一人一人の特性等に応じた指導や支援のために
〜学習指導要領を中⼼に考える〜 

（a）特性に応じた指導や支援を⾏う前に、⼤切にしたい視点

平成２９年７⽉に⽰された⼩学校学習指導要領解説総則編、中学校学習指導要領解説総
則編、平成３０年７⽉に⽰された⾼等学校学習指導要領解説総則編では、特別支援教育に
おいて⼤切な視点を次のように述べています。 

特別支援教育において⼤切な視点は、児童〔生徒〕一人一人の障害等により、学習上
⼜は生活上の困難が異なることに⼗分留意し、個々の児童（生徒）の障害の状態等に応
じた指導内容や指導⽅法の⼯夫を検討し、適切な指導を⾏うことであると言える。 

＊（生徒）は中学校・⾼等学校学習指導要領での表記  

＊下線は本資料作成に当たって福島県特別支援教育センターにおいて追記 

「児童生徒一人一人の」という視点がポイントです。 
障がいの種類や程度によって一律に指導内容や指導法が決まるわけではありません。 

目の前の⼦どもに合わせて、何が効果的なのかは、本人・保護者、同僚等で話
し合いながら決めていくことが⼤切です。障がいの状態や抱 
えている学習上⼜は生活上の困難さは一人一人違います。 

だからこそ「児童生徒一人一人の」という視点で⼦どもの 
特性等を捉えていく姿勢が⼤切だと考えます。 

しかし︕ 

障がいの種類や程度に関しての知識は、私たちの教育の指導・⽀援の選択肢を広げます。
そのことが、児童生徒の未来も広げます。 
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障害のある児童〔生徒〕などの指導に当たっては、個々の児童〔生徒〕によって、⾒
えにくさ、聞こえにくさ、道具の操作の困難さ、移動上の制約、健康面や安全面での制
約、発⾳のしにくさ、⼼理的な不安定、人間関係形成の困難さ、読み書きや計算等の困
難さ、注意の集中を持続することが苦手であることなど、学習活動を⾏う場合に生じる
困難さが異なることに留意し、個々の児童の困難さに応じた指導内容や指導⽅法を⼯夫
することを、各教科等において⽰している。 

（ｂ）特性に応じた指導・支援の【１０の視点】 

学習活動を⾏う場合に生じる困難さについて、学習指導要領解説では次の困難さを 

記載しています。 

①⾒えにくさ     ②聞こえにくさ       ③道具の操作の困難さ    
④移動上の制約    ⑤健康面や安全面での制約  ⑥発⾳のしにくさ      
⑦⼼理的な不安定   ⑧人間関係形成の困難さ   ⑨読み書きや計算等の困難さ 
⑩注意の集中を持続することが苦手 
＊この視点以外にも、様々な困難さが考えられることにも留意が必要です。 

 
学習上の困難さに対して、全ての各教科等の学習指導要領解説において、その指導内容

や指導⽅法の⼯夫を⽰しています。その際、各教科等の目標や内容の趣旨、学習活動のね
らいを踏まえ、学習内容の変更や学習活動の代替えを安易に⾏うことがないように留意す
るとともに、児童生徒の学習負担や⼼理面にも配慮する必要があります。 

当センターでは、この記載のある 10 の項目を【１０の視点】と位置付けています。 

今回の学習指導要領で⽰されている各教科等の指導内
容や指導⽅法の⼯夫の具体的内容は、福島県特別支援教
育センターWeb サイトで『障がいのある児童生徒などへ
の配慮』の中で紹介しています。 

⼩学校、中学校、⾼等学校の「学習指導要領解説」における各教科等の解説では、障がいのあ
る児童生徒などへの配慮事項について次のように述べています。 

私たちの指導・⽀援の幅を広げることで、 
子どもたちの学びのチャンスが広がります︕ 

＊〔生徒〕は中学校・⾼等学校学習指導要領で表記  
＊下線は本資料作成に当たって福島県特別支援教育センターにおいて追記  
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学習指導要領解説の各教科等編（H29/H30）には、各教科等ごとに「障がいのある児童生徒へ
の配慮についての事項」として、「困難さ」「指導上の⼯夫の意図」「⼿⽴て」についての具体的な
例⽰が記載されています。（下記は、⼩学校学習指導要領解説国語科編 P160 からの抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 他の教科等の例については、本センターWeb サイト版「コーディネートハンドブック 2020『障がい
のある児童生徒などへの配慮』教科等コーディネートアイディア（例）」にまとめていますので、ぜひご
参照ください。https://special-center.fcs.ed.jp/〔コーディネートハンドブック 2020 版〕 

（ a ）障がいの状態等に応じた指導 

⼩学校学習指導要領解説総則編（H29）、中学校学習指導要領解説総則編（H29）及び高等学校
学習指導要領解説総則編（H30）には、次の記載があります。 

障害のある児童〔生徒〕などには、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不⾃由、病弱・⾝体
虚弱、言語障害、情緒障害、⾃閉症、LD（学習障害）、ADHD（注意欠陥多動性障害）などのほ
か、学習⾯⼜は⾏動⾯において困難のある児童〔生徒〕で発達障害の可能性のある者も含まれて
いる。このような障害の種類や程度を的確に把握した上で、障害のある児童〔生徒〕などの「困
難さ」に対する「指導上の⼯夫の意図」を理解し、個に応じた様々な「⼿⽴て」を検討し、指導
に当たっていく必要がある。 

＊〔 〕は中学校学習指導要領解説総則編での表記 
＊下線は本資料作成に当たって福島県特別⽀援教育センターにおいて追記 

（２）障がいのある子どもの指導や⽀援の基本 

 例えば、国語科における配慮として、次のようなものが考えられる。 

・文章を目で追いながら音読することが困難な場合には、⾃分がどこを読むのかが分かるように教科

書の文を指等で押さえながら読むよう促すこと、⾏間を空けるために拡大コピーをしたものを用意

すること、語のまとまりや区切りが分かるように分かち書きされたものを用意すること、読む部分

だけが⾒える⾃助具（スリット等）を活用することなどの配慮をする。 

障がいの種類や程度 

障がいのある児童〔生徒〕などの 
「困難さ」 

ex)文章を目で追いながら音読するこ
とが困難な場合 

「指導上の⼯夫の意図」 
 
ex)⾃分がどこを読むかが分
かるように 

個に応じた様々な 
「⼿⽴て」 

ex)教科書の文を指等で押さ
えながら読むように促す 

一人一人の困難さに対する意図をもった
⼿⽴てが重要になりますね。 

＊下線は本資料作成に当たって福島県特別⽀援教育センターにおいて追記 
＊下線・・・は「困難さ」、下線・・・は「指導上の工夫の意図」、下線・・・は「⼿⽴て」を表しています。 
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障がいのある⼦どもの教育⽀援の正しい理解と認識が、 
各学校での指導や⽀援の基盤になります 

⼩学校学習指導要領解説総則編（H29）、中学校学習指導要領解説総則編（H29）及び高等学校
学習指導要領解説総則編（H30）には、次の記載があります。 

⼩学校〔中学校〕学習指導要領解説の各教科等編のほか、⽂部科学省が作成する「教育⽀援資
料」などを参考にしながら、全ての教師が障害に関する知識や配慮等についての正しい理解と認
識を深め、障害のある児童〔生徒〕などに対する組織的な対応ができるようにしていくことが重
要である。〜（中略）〜このように障害の種類や程度を⼗分に理解して指導⽅法の工夫を⾏うこ
とが大切である。 

（ｂ）参考となる資料 

（ｃ）「障害のある子供の教育⽀援の⼿引」とは 

 令和 3 年 6 月に公表された「障害のある子供の教育⽀援の⼿引」には、改訂の趣旨が次のよう
に⽰されています。（「はじめに」から一部を抜粋） 

＊〔 〕は、中学校学習指導要領解説総則編での表記 
＊下線、太字は、本資料作成に当たって福島県特別⽀援教育センターにおいて追記 

ここで⽰された「教育⽀援資料（平成 25 年 10 月）」は、「障害のある⼦供の
教育⽀援の⼿引〜⼦供たち⼀⼈⼀⼈の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に
向けて〜（令和 3 年 6 月）」に改訂されました。 

障がいのある子どもの「教育的ニーズ」を整理するため
の考え⽅や、就学先の学校や学びの場を判断する際に重視
すべき事項等の記載を充実するなど、障がいのある⼦ども
やその保護者、市区町村教育委員会を始め、多様な関係者
が多角的、客観的に参画しながら就学を始めとする必要な
⽀援を⾏う際の基本的な考え⽅が記載されています。 
※文部科学省の Web サイトでダウンロードできます。また、書
籍（ジアース教育新社）も販売されています（左写真）。 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00001.htm 

今般、同有識者会議報告＊を踏まえ、「教育⽀援資料」の内容について、障害のある子供の就
学先となる学校（⼩中学校等、特別⽀援学校）や学びの場（通常の学級・通級による指導・特別
⽀援学級）の適切な選択に資するよう改訂を⾏うとともに、就学に係る一連のプロセスとそれを
構成する一つ一つの取組の趣旨を、就学に関わる関係者の全てに理解してほしいことから、「障
害のある子供の教育⽀援の⼿引」と名称を改定しました。 

＊文部科学省「新しい時代の特別⽀援教育の在り⽅に関する有識者会議報告（令和 3 年 1 月）」 
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（ a ）「障害のある子供の教育支援の手引」＊の概要 

令和 3 年 6 月、⽂部科学省から公表された「障害のある子どもの教育支援の手引」は下記の構
成で整理されています。 

第１編 障害のある子供の教育支援の基本的な考え方 
１ 障害のある子供の教育に求められること 
２ 早期からの一貫した教育支援 
３ 今日的な障害の捉えと対応 

 
第２編 就学に関する事前の相談・支援，就学先決定，就学先変

更のモデルプロセス 
第１章 就学先決定等の仕組みに関する基本的な考え方 
第２章 就学に向けた様々な事前の準備を支援するための活動 
第３章 法令に基づく就学先の具体的な検討と決定プロセス 
第４章 就学後の学びの場の柔軟な⾒直しとそのプロセス 
第５章 適切な支援を⾏うに当たって期待されるネットワーク  

の構築 
 第６章 就学に関わる関係者に求められるもの〜相談担当者の

心構えと求められる専門性〜 
 
第 3 編 障害の状態等に応じた教育的対応 
 Ⅰ 視覚障害／Ⅱ 聴覚障害／Ⅲ 知的障害／Ⅳ 肢体不⾃由 
 Ⅴ 病弱・身体虚弱／Ⅵ 言語障害／Ⅶ ⾃閉症 

Ⅷ 情緒障害／Ⅸ 学習障害／Ⅹ 注意欠陥多動性障害 
 
○別冊 ⼩学校等における医療的ケア実施支援資料〜医療的ケア

児を安心・安全に受け入れるために 

⾃⽴と社会参加を⾒据え、その時点でその子ど
もに最も必要な教育を提供することが⼤切です。 

そのためにも、子ども一人一人「教育的ニーズ」
を整理することが⼤切になります。 

（３）障がいのある児童生徒の「教育的ニーズ」 

第１編では、「教育的ニーズ」や
「合理的配慮」等の障がいのあ
る子どもの教育支援に係る基本
的考え方を解説しています。 

第２編では、従前からの教育
相談・就学先決定のモデルプ
ロセスを、実際の就学に係る
一連のプロセスに沿って、①
事前の相談・支援、②法令に
明記された就学先決定の手続
き、③就学後の学びの場の⾒
直しに分けて詳説していま
す。 

第３編では、第１編の「教育
的ニーズ」の内容を障がい種
ごとに具体化し、就学先とな
る学校や学びの場を判断する
際に重視すべき事項の記載が
充実しました。 

近年、⼩中学校等における医
療的ケア児の就学に関する
相談等が増えていることを
踏まえ、医療的ケア児の受⼊
れに際し、就学に関わる関係
者の全てが、理解しておくべ
き基本的な考え方等が示さ
れています。 

＊ ⽂部科学省初等中等教育局特別支援教育課「障害のある子供のための教育支援の手引〜子供たち一人一人の教育的ニーズを
踏まえた学びの充実に向けて〜（令和 3 年 6 月） 
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 「障害のある子供の教育支援の手引」（令和 3 年 6 月）」の記載事項を踏まえ、「教育的ニーズ」
を整理するための観点について、下記の表に整理しました。 
教育的ニーズを整理するための観点 ・観点ごとに示された各視点 
観点① ○○障がいの状態等の把握 ・医学的側面からの把握 

・心理学的・教育的側面からの把握 
観点② ○○障がいのある子どもに

特別に必要な指導内容 
・就学前までに特別に必要とされる養育の内容 
・義務教育までに特別に必要とされる指導内容 

観点③ ○○障がいのある子どもの 
    教育上の合理的配慮を含む

必要な支援の内容 

・「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム
構築のための特別支援教育の推進（報告）の「別表」の
観点による配慮の検討 

 それぞれの観点・視点に関する具体的な内容については、障がい種ごとに把握すべき事項もある
ため、それらについては「第 3 編 障害の状態等に応じた教育的対応」の I〜X（各障がい種別）
の１の「（２）教育的ニーズを整理するための観点」を参照する。 
   
 
 

 

障がいのある児童生徒一人一人の「教育的ニーズ」に応える教育を 

「障害のある子供の教育支援の手引」（令和 3 年 6 月）では、次のように記載されています。 

教育的ニーズとは、子供一人一人の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等（以下「障害の
状態等」という。）を把握して、具体的にどのような特別な指導内容や教育上の合理的配慮を含
む支援の内容が必要とされるかということを検討することで整理されるものである。そして、こ
うして把握・ 整理した、子供一人一人の障害の状態等や教育的ニーズ、本人及び保護者の意⾒、
教育学、医学、心理学等、専門的⾒地からの意⾒、学校や地域の状況等を踏まえた総合的な観点
から、就学先の学校や学びの場を判断することが必要である 。 

（ｂ）「教育的ニーズ」とは 

教育的ニーズを整理するために 
対象となる子供の教育的ニーズを整理する際、最も⼤切にしなければならないことは、子供の

⾃⽴と社会参加を⾒据え、その時点でその子供に最も必要な教育を提供することである。そうし
た教育的ニーズを整理するには、三つの観点（①障害の状態等、②特別な指導内容、③教育上の 
合理的配慮を含む必要な支援の内容）を踏まえることが⼤切である。〜略〜 

＊下線、太字は、本資料作成に当たって福島県特別支援教育センターにおいて追記 

本ハンドブック別添「障がい種別の教育的対応のためのコーディネートア
イディア（例）」には、各障がい種ごとの具体例を掲載しています。障がい
のある児童生徒一人一人の「教育的ニーズ」の整理に、ぜひご活⽤ください。 

＊下線、太字は、本資料作成に当たって福島県特別支援教育センターにおいて追記 




